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報　告　番　号：報告監７の第18号
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措置日

（予定日）

１

現金の管理について改善を求めたもの

　手持現金とは別に管理している駐車券売上等現金を、期末のみ小
口現金出納帳に計上していたことにより、本法人の令和５年度決算
における、期末日時点の手持現金保有高が運用基準の定めを超える
301,264 円となっていた。
　また、この駐車券売上は、収入金が数万円程度と少額であったこ
とから、当月分をまとめて翌月の初めに銀行への入金を行ってい
た。

【指摘事項】
　本法人は、経理規程等に不明確な部分があることにより必要な事
務処理が正しく継承されず、不適切な会計処理が行われるリスク等
を勘案のうえ現金管理方法を見直し、経理規程、運用基準等で事務
処理を明確に規定されたい。

　手持現金運用基準を見直し、用語を整理するとともに、手持現金
の範囲を明記した。
　手持現金以外の現金については、その管理方法を見直し、取扱を
明記した収入金の運用基準を作成した。
　上記に係る現金（手持現金及びそれ以外の現金）の管理につい
て、経理規程の改正を行った。

措置済 令和７年６月26日

２

固定資産の管理について是正を求めたもの

　本法人では、固定資産台帳に登録されている固定資産のうち、登
録内容から現物の特定が困難な資産については、実地照合の対象か
ら除外されていた。

【指摘事項】
　本法人は、過去の資料を確認することを含め、固定資産の適切な
現物管理に資するように、台帳を整理し、登録されている固定資産
について実地照合を行われたい。

　監査役等の意見を聴きながら、建設当初の過去資料を調査し、照
合を行い台帳に反映させるようにする。

措置中 (令和８年３月31日)
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